
  人材を一層有効に活用するための取組

○　情報通信技術の活用
 ◆ デジタル社会に対応した警察基盤の構築
 ◆ 有事の際でも確実な情報伝達を行うための通信基盤の拡充
○　先端技術の活用
 ◆ 先端技術の利活用方策検討
 ◆ ドローン技術と通信基盤の連携

○　警察署等の在り方検討
 ◆ 地域情勢等の変化を踏まえ将来を見据えた警察署及び関係施設の在り方を検討
○　交番・駐在所の在り方検討
 ◆ 交番等の更なる再編や施設整備を検討
○　交通安全施設の在り方検討
 ◆ 安全で円滑な交通を確保するため戦略的なストック管理を推進
○　大規模災害への対応
 ◆ 災害発生時に活動拠点となる既存施設の在り方を含めた点検と対策を実施

○　情勢に応じた警察活動の最適化
 ◆ 管内の治安情勢や警察に対する要望の分析
 ◆ 警察本部と警察署及び隣接警察署間の業務分担の在り方検討
○　変容する治安事象に的確に対応するための組織体制等の構築
 ◆ 体制、人的・物的基盤の強化
 ◆ 産官学の連携による先端知見の共有や人材育成の推進
○　働き方改革の更なる推進と優秀な人材の確保
 ◆ ＤＸ導入やＡＩの活用により働き方改革を推進
 ◆ 戦略的なブランディングにより県警察等の魅力を発信
 ◆ 採用試験制度の見直し等による優秀な人材の安定的な確保

先端技術等の活用による警察活動の更なる高度化

社会経済情勢等の変化に柔軟に対応する警察機能と活動基盤の最適化

平 成 2 8 年 ４ 月
組織体制の見直し等の「大綱方針」

警察署の更なる再編整備
交番・駐在所等の施設整備の在り方
更なる行政サービスの向上

課題 Assignment

背景 Background

情勢  科学技術の発展
災害被害想定の見直し

治安  犯罪の巧妙化・多様化
刑法犯認知件数の増加

更なる管内治安の維持向上

力 強 く 安 定 し た 組 織 運 営

新たな大綱方針の策定

人材
体制
業務

働き方

技術
デジタル

装備

警察署
交番

駐在所

　令和８年２月定例会（付託）
　総務委員会資料
　公安委員会

令和８年４月


